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の組を用いて系の時間発展を記述することが出来る｡ここで､達移確率pEはLZS公式を用いて
pL-eXp(-揺),FE≡蓋 ･
410,2M)は Fermi面が M だけシフトした状億を表すo
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∑ M AnMIM)1/4,IV,((nJ+3/4)△t))-∑ M B㌫lM)3/4､時間発展はULを係数AnM,B蒜に作用すること
によって行われる｡
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Figure12:Mott絶縁体における電子･正孔対の振る舞い(イメージ図-不正確かも知れない)｡最低ギャッ
プを飛び越えて電子正孔対が生成し､電場の中で加速される｡しかし､電子は正孔とUmklapp散乱を起
こし､運動量を失う､と同時にフォノン型励起にエネルギーを奪われる｡やがて､再びフェルミ面(Dirac
sea)の下で再結合してしまう｡
4 まとめと今後の課題
Landau-Zener型逮移は強電場下での輸送問題を考える上で本質的に重要であることが分かった｡絶縁破
壊の臨界電場戸ニ ラ鎧 がLZSの公式より求められたOバンド絶縁体とれIott絶縁体とでは､時間発展
に本質的な違いがあり､それらが高次の励起状態の間のギャップのためであることが分かった｡また､こ
れら高次のギャップによる確率の分岐､位相の干渉効果により､散逸､抵抗が生じることが分かったO
今後の課題としては次が挙げられる｡
･場の理論的方法で真空の崩壊率W をUmklapp散乱が存在する時に計算すること.
･malti一gapモデルの振る舞いを解析的に理解する｡通常金属の定常状態が実現するかどうかを調べ
る｡緩和時間の実験値との比較｡
｡光誘起絶縁破壊-の拡張｡ac電場中の久保公式を定式化する試みが最近行われているO光スイッチ
ング等､応用上の観点からも興味深い｡
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